
・輸出
１．輸出相手国割合（2020年2月）

１位：スイス 40.0%
２位：中国 23.5%
３位：コンゴ(民) 14.6%,
４位：シンガポール 10.9%
５位： 南アフリカ2.7%
その他 8.4%

２．主要輸出品目
電解精錬用の銅陽極／エレクトロウォン銅陰極
／粗銅／硫酸／発煙硫酸／セメント／甘蔗糖

・輸入
１．輸入相手国割合（2020年2月）

１位：中国 28.4%
２位：南アフリカ 25.2%
３位：アラブ首⾧国連邦 13.6%
４位：インド 5.1%,
５位：タンザニア 2.9%
その他 24.7%

２．主要輸出品目
石油／内燃機関用燃料／軽油／硫黄／医薬品

*1 GDP at market prices (Current USD)
*2 2020年1月から2月までの貿易額。1USD=14.54ZMW（2020年2月ま

でのザンビア中央銀行為替相場月平均を用いて換算）
*3 2020年1月から2月までの貿易額。1USD=109円（2020年2月までの

日銀基準外国為替相場月平均を用いて換算）
＜出典＞ 1, 2, 5, 16, 19:EIU Country Report／3: ILO／4:The World 
Factbook (CIA) ／8, 9, 10, 12, 14: Monthly Bulletin (CSO)／ 7: World 
Bank／11, 13, 15:日本国財務省貿易統計／6, 17, 18:IMF／ 20: Ministry 
of Finance／21, 22:Bank of Zambia

マクロ経済レポート（2020年3月）
在ザンビア大
経済・開発協力班

２．主要マクロ経済指標

１．主要経済ニュース

３．貿易統計

１．アフリカ開発銀行，ザンビアの再生可能エネルギー事業に150万米ドルを拠出（Daily Mail, 5日）
アフリカ開発銀行は，ザンビア政府と国産再生可能エネルギー事業における生産能力拡大及びオフグリッド発電の投資支
援のため，3年間で150万米ドルを拠出することに合意した。本事業はザンビア再生可能エネルギー融資フレームワークの
一環で国家開発計画省，ザンビア国立商業銀行（ZANACO）及びザンビア国民年金基金機構（NAPSA）により実施される。

２．政府，FAOと16,000人の農家支援計画に署名（Daily Mail, 6日）
ザンビア政府と国連食糧農業機関（FAO）は，気候変動による小規模農家への影響を緩和するため，農業開発，農場
の機械化，環境保全型農業及び農産物販売システムの研究に焦点を当てた支援事業を実施することを公表した。本事
業により将来的に国内27郡16,000人が裨益する見込みである。

３．ルサカ南部複合的経済特区の投資総額は，2億8,700万米ドル（Daily Nation; Daily Mail, 10日）
ルサカ南部複合的経済特区（Lusaka South Multi- Facility Economic Zone: LS-MFEZ）では，これまで国内外の18社に
より約2億8,700万米ドル相当の投資が実施された。現在，18社のうち，10社はザンビア及び南部アフリカ地域向けの
生産・販売を実施しており，8社は同経済特区に工場を建設中である。

４．新型コロナウイルスの影響によるクワチャ価値の下落（Daily Mail，14日）
新型コロナウイルスの流行は，米ドル及びその他貨幣に対してクワチャ価値が下落する要因となっている。ウィナ副
大統領は，ザンビア中央銀行がクワチャへの圧力を減少させるため法定準備率を増加させる措置を講じた旨述べた。

５．新型コロナウイルス，税徴収に悲観的な状況をもたらす（Daily Nation,  18日）
南アフリカにおける新型コロナウイルスの蔓延により，ザンビアの国境沿いにおける税収額は一日当たり7億米ドル減
少する可能性がある。右状況は，食料及び日用品の流通量減少に繋がりインフレ・スパイラルを招く恐れがある。

６．新型コロナウイルスがザンビアに（Daily Mail, 19日）
ザンビアにおいて2件の新型コロナウイルス陽性者が確認された。右2件はフランスでの休暇から帰国したザンビア人
夫婦であり，ケネス・カウンダ国際空港到着時に検査により陽性が確認された。

７．ウィナ副大統領，新型コロナウイルス緊急対応計画に備えた資金調達を指示（Times of Zambia, 21日）
20日，ウィナ副大統領は緊急国家災害管理協議会を主催し，財務省に対して隔離施設の整備を含む新型コロナウイル
ス緊急対応計画に備えた資金調達を確実に実施するよう指示した。

８．世界銀行及びIMF，債務国保護を要請（Times of Zambia, 26日）
世界銀行及びIMFは，全ての二国間ドナー国に対して，国際開発協会（IDA）借入国の債務支払い猶予期間を延⾧する
よう要請した。右要請は，債務支払い猶予により債務国の流動性支援を実施することで，債務国が新型コロナウイル
スに起因する諸課題に対処できる財政スペースを形成することを目的としている。

マクロ経済指標 2019年 2020年
1. 人口（百万人） 17.9 (est) 18.4 (est)
2. 人口増加率（%） 2.87 (est) 2.79 (est)
3. 失業率（%） 11.4 11.4
4. 平均寿命（男／女） 51.4/54.7 (est) -
5. GDP（百万米ドル）*1 25,246 (est) 24,865 (est)
6. GDP成⾧率（%） 1.52 -3.51 (est)
7. 一人当たりGNI（米ドル） 1,430 -
8. インフレ率（%） 7.9 (Dec) 14.0 (Mar)
9. 消費者物価指数（2009年=100） 216.99 (Dec) 254.62 (Mar)
10. 貿易収支（百万米ドル） -438.39 153.53 *2
11. 対日貿易収支（百万米ドル） 109.86 -16.12 *3
12. 輸出（総額, 百万米ドル） 9,059.36 1,114.46*2
13. 対日輸出（百万米ドル） 168.3 36.66 *3
14. 輸入（総額，百万米ドル） 9,497.75 960.93*2 
15. 対日輸入（百万米ドル） 58.44 52.78 *3
16. 経常収支（百万米ドル） 169 (est) -1,108 (est)
17. 対外直接投資（百万米ドル） 5,048 -

18. 対内直接投資（百万米ドル） 25,777 -

19. 金・外貨準備高（百万米ドル） 1,449 (est) 1,413 (est)

20. 対外債務残高（百万米ドル） 11,300 11,300 (2019)
21. 為替レート（対米ドル） 10.45ZMW 16.74 ZMW (Mar)
22. 主要政策金利（現行，年利％） 9.75 (Nov) 11.50 (Nov, 2019)


